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最近東京都内より分離された赤痢菌の薬剤耐性について

吉田孝人｡吉 津 暁 ・橋本真寿男 ・辺野喜正夫

東京都立衛生研究所微生物科

(昭和34年9月14日 受付)

(本論文の要 旨は昭和34年6月5,6日 日本化学療

法学 会第7回 総会に て発表 した。)

緒 言

かつてSulfa剤 が赤痢 に用 い られた 当初 には特効的に

作 用 し,昭 和23年 には赤痢は伝染病予防法発布以来 の

最 低数を示 した｡し か し昭和24年 頃か ら赤痢が再び増

加 しSulfa剤 無効 の声が高 まる と共 に患者か ら検 出され

る赤痢菌 の中には,Sulfa剤 に強 い抵抗性 を示す ものが

多 く表 われて,数 年 の間に 日本全 国にひ ろが り,今 では
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第2表CM感 受 性

日本各地 で分離 され る赤痢菌 の殆 ん どがSulfa剤 耐性菌

である｡こ の様 にSulfa剤 の場 合には,そ の無効例 に気

づ いた時 には,す でに赤痢菌 はSulfa剤 に耐性 を獲得 し

ていた ので赤痢菌 のSulfai剤 耐性獲 得情 況を年度別 に精

細 に知 る事は 出来 なか つた｡こ の経験 にか んがみ,予 研

の福見博士を中心 とす る研究者は,抗 生物質 につ い て

は,早 くか ら系統的 に赤痢菌 の耐性調査 をす る必要 を強

調 し,厚 生省 も又昭和28年 か ら昭和30年 にいたる3

カ月間 の赤痢実態調査 の中 に赤痢菌 の抗生物質耐性測定

を入れ,更 に昭和33年 には小島博士を会長 とず る伝 染

病予防調査会に赤痢部会を も うけ,な お福見博士を班長

とす る赤痢菌抗生物質耐性測定に関す る研究班が組織 さ

れ,本 年1月 よ り向 う3力 年間の実態調査を行 な う事に

なつてい る｡我 々もそ の一端を担い,本 年1月 か ら4月

まで東京都立衛生研究所に於 て分離 した赤痢菌 の薬剤耐

性を測定 したので,そ の結果を報告す る｡

実 験 方 法

a)測 定株は 合計100株 であ り,そ の 内容はSh.

sonnei7株,Sh・f・1b2株,2a32株 ,2b34株,

3a27株,X6株,Y2株,で その中Sh.f2aが 最

も多 く,次 で3aと2bで あつた｡

b)測 定に使用 した抗生物質はStreptomycin(SM),

Chloramphenicol(CM),Tetracycline(TC) ,Kanamy-

cin(KM)・Coiistin(CoM)の5種 類｡Sulfa剤 として

はSulfisemezeleを 用いた｡
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c)測 定方法、Agarplatestreakingmethod

(寒天平板稀釈劃線法)を 用 い37℃24時 間 で

各薬剤 感受性 を検 した｡

実 験 成 績

その成 績は第1表 よ り第7表 に示す如 くであ

る｡

ISM(標 準株 感受性範囲1.56～6 、25mcg/cc>

(第1表)

SMに 関 しては100株 中4株 が1 ,250mcg/

ccの 高度耐性 を示 したが,他 の96株 は殆 ん ど

感受性 範囲にあつた｡そ して高度耐性菌4株 の

中2株 は同時にTC,CM,Sulfa剤 の4者 に 高

度耐性 を示 してお り,他 の1株 は 同時 にCM,

Sulfa剤3者 に耐性 を示 し残 りの1株 はTC
,
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第3表KM感 受 性
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第4表TC感 受 性
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Sulfa剤 の3者 に高度耐性 を示す も

のであつた｡

IICM(標 準株感受性範囲O.78

～3 .12mcg小cc)(第2表)

100株 の中1株 は310mcg/ccと

い う非常 に 高度 耐性,2株 は160

mcg/cc,1株 は100mcg/ccの 計4

株 の耐性 菌が 分離 された｡昨 年度同

様 に調査 した時 の成 績を見 ると100

株 中12.5mcglcc1株,25mcg/cc

1株,50mcg/cc1株 で100mcg/cc

以上 の耐性菌 は全 く認め られなかつ

た｡今 年 になつ て非 常に高度の耐性

菌 が現われて 来た 事 は 注意 を 要 す

る○

IIIKM(標 準 株 感 受 性 範 囲5～10mcgl

cc)(第3表)

100株 中9株 が20mcg/ccで こ の 程 度

では 未 だ耐 性 化 の 傾 向に あ る とは 思 わ れ な

い｡殆 ん ど大 部 分 は 標 準 株 感 受 性 範 囲 に あ

つ た｡

IVTC(標 準株 感 受 性 範 囲1｡56～12.5

mcg/cc)(第4表)

100株 中310mcg/cc1株,160mcg/cc

4株,100mcg小cc1株,計6株 の 高 度 耐

性 菌 が 認 め られ た｡こ れ らの耐 性 菌 は 同 様

セこChlortetracycline,Oxytetracycline

に も勿 論 交 叉 耐性 を 示 した｡

VCoM(標 準 株 感 受 性 範 囲O.8～3.12

mcg/cc)(第5表)

第6表Sulfisomezole感 受 性
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全株標準株感受性 の範 囲内にあつ

『た
｡

VISulfisomezole(標 準 株 感受

性範 囲0.625mcg/cc)

(第6表)

これは緒言 でものべ た様 に殆ん ど

耐性菌 であ り100株 中100mcg/cc

以上 を 示 したものは95株,即 ち

95%が 高度耐性 で あつた｡特 に

1,000mcglccの ものが73株 で,そ

の内の大部分を示 した｡標 準株感受

性 を示す ものは全 く認め られ なかつ

読,_

第7表 分 離 株 の 交 叉 耐 性

N・・禁SMTCCMIp・ 一 ・MISulf剤

3・iSh.f.2bh,25・16・{・6・ii.6i3.21・,…

,lill}1:::116｡{801::::li:9S

90ISh・f・::い ・250圏31011::il:lil:19S

35::lllけ:ll::lll:lll〈

Sulf斉lj:Sulfisomezole

Po1-B:PolymyxinB(500,000unit)

CoM=Colistin(Colimycin)(19,500unit)

VII交 叉耐性(第7表)

以上 の各種 化学療 法剤 に高度 な耐性 を示 した ものにつ

い て薬剤相互 間の交叉耐性 を調べ て見た｡こ の表 よ り,

Sulfa剤 を除外 して抗生物質間について考えて見 ると,

a)交 叉耐性 のない もの

TC単 独耐性を示す ものが3株｡

b)2重 耐性 を示す もの

SM,TCの2重 耐性を示す もの1株,SM,CMの2重

耐 性を示す ものが1株｡

c)3重 耐性 を示す もの

SM,CM,TCの3重 耐性 を示 す もの2株,又 これ らの

高度耐性菌 はCoM,PolymyxinB及 びKMに 対 して

標 準株 と全 く同様 の感受性 を示 し,こ れ ら薬 剤は今後叙

上抗生物質 ない しSulfa剤 耐性菌 に対 す る治療剤 として

の 希望が もたれ るであろ うと思 う｡

総 括

昭郵34年1月 より4月 まで東京都立衛 生研究所 に於

て分離 した赤痢菌100株 薬剤耐性 調査を行なつた結果,

.昨年 と特に異なる点 をあげて見る と,SMに 於ては耐性

菌の耐性度が高 くなつてい る事であ る(1,250mc9/cc4

株)｡更 に著明な現象 としてはCMの 高度耐性菌の増加

である｡し か しCM単 独耐性菌 は全 く認め る事は 出来

なかつ た｡TCに 関 しては昨年 と大体 同 じ傾向を示 して

い る｡そ してこれ ら高度耐性菌 に対 して,CoM,Poly-

myxinB,KMは 充分 な感受性 を示 してお り,今 後 の

赤痢治療に大 きな役割 をはたす もの と思われ る｡
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